
児童と家庭と地域の絆を結ぶ並木小学校 

 

 

 

                     

       

         

 
 

    
  

 
 

      

         
 

九
月
は
、始
業
式
か
ら
分
散
登
校
・オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
、短
縮
日
課
な
ど

特
別
な
対
応
と
な
り
ま
し
た
。ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
化
す
る
中
、子
ど
も
達

は
、規
律
を
守
り
と
て
も
よ
く
頑
張
っ
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

来
週
か
ら
通
常
日
課
に
戻
り
ま
す
。今
月
中
旬
か
ら
は
運
動
会
に
向
け

て
の
練
習
も
始
ま
り
ま
す
。引
き
続
き
体
調
管
理
等
を
支
援
し
な
が
ら
、

充
実
し
た
２
学
期
に
し
て
い
き
ま
す
。 

                        
 

 
 

 
 

 

    

○
川
口
市
児
童
生
徒
科
学
展 

最
優
秀
賞 

 
 

 
 

 
 

 

岡
田 

千
輝
さ
ん
（
六
年
） 

優
良
賞 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀬
戸 

来
実
さ
ん
（
四
年
） 

優
良
賞 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀬
戸 

美
咲
さ
ん
（
六
年
） 

〇
川
口
市
小
学
生
図
画
コ
ン
ク
ー
ル 

川
口
市
長
賞 

 
 

 
 

 
 

出
本 

隼
悟
さ
ん
（
一
年
） 

川
口
市
教
育
長
賞 

 
 

 
 

秋
吉 

晴
日
さ
ん
（
五
年
） 

川
口
青
年
会
議
所
理
事
長
賞  

関
口 

龍
さ
ん
（
二
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
田 

菜
々
遥
さ
ん
（
一
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

関
口 

陽
さ
ん
（
五
年
） 

川
口
市
青
少
年
団
体
連
絡
協
議
会
長
賞 

 

オ
ラ
ウ
ィ
ス
コ
ッ
ト
美
里
歩
さ
ん
（
二
年
） 

 

川
口
市
立
並
木
小
学
校 

 
 

学
校
だ
よ
り 

 
 

令
和
三
年
十
月
一
日 

 

校
訓 

 

健
康 

勤
勉 

敬
愛 

  
 

  

元

気

な

子
（
心
と
体
す
く
す
く
） 

 
 

  

進

ん
で
学

ぶ
子
（
学
び
わ
く
わ
く
） 

 
 

  

豊
か
に
か
か
わ
る
子
（
人
と
に
こ
に
こ
） 

第４８３号 

在籍児童数 

男２８５ 女３１１ 

計５９６名 

九
月
を
「
ふ
り
カ
エ
ル
」「
か
ん
ガ
エ
ル
」
そ
し
て
「
切
り
カ
エ
ル
」 

 

校
長 

 

佐
野 

隆
之 

昨
日
、
お
昼
の
放
送
で
並
木
っ
子
達
に
こ
ん
な
お
話
を
し
ま
し
た
。 

「
こ
の
一
ヶ
月
間
、
本
当
に
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
ね
。
分
散
登
校
や
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
取
組
に
も
し
っ
か
り
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
お
家
の
人
達
に
も
た
く
さ
ん

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。』
と

伝
え
て
く
だ
さ
い
。
明
日
か
ら
１０
月
。
こ
れ
か
ら
も
感
染
症
対
策
を
続
け

て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず

つ
通
常
の
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
い
け
る
よ
う
、
み
ん
な
で
並
木
小
学
校

を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」 

 

今
回
の
分
散
登
校
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て
は
、
た
く
さ
ん
の
保
護

者
の
方
か
ら
、
労
い
の
言
葉
や
温
か
い
声
を
か
け
て
い
だ
き
ま
し
た
。 

 

〇
〇(

担
任)

先
生
へ 

我
が
家
は
二
人
の
兄
弟
が
い
ま
す
が
、
私
は
下
の
子
と
一
緒
に
い
た
の
で

そ
の
感
想
で
す
。 

(

子
供
達
が)

す
ぐ
に
マ
イ
ク
を
オ
ン
に
し
て
し
ま
う
等
、
先
生
も
い
ろ
い

ろ
と
ご
苦
労
さ
れ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
保
護
者
と
し
て
は
、
全
体
を
通

し
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
組
も
回
答
す
る
機

会
が
与
え
ら
れ
、
声
か
け
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
子
供
も
楽
し
く

受
け
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
保
護
者
と
し
て
は
、
な
か
な
か
授
業
参

観
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
の
機
会
も
な
い
中
、
学
校
で
の
様
子
が
垣
間
見
え
て

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。 

～
中
略
～ 

難
し
い
状
況
の
中
、
先
生
方
に
は
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。 

 

並
木
小
学
校
で
は
、
７
月
中
旬
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち
帰
り
を
始
め

ま
し
た
。
ま
た
、
夏
休
み
中
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
毎
日
の
健
康
観

察
や
一
行
日
記
の
取
組
等
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、
９

月
ま
で
に
合
計
６
度
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会(

夏
休
み
朝
の
会
や
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
等)

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
家
庭
そ
れ
ぞ
れ
に
環
境
や
状
況

が
異
な
る
中
、
負
担
に
感
じ
る
場
面
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
改
め

て
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
二
学
期
初
日
か
ら

大
き
な
混
乱
な
く
分
散
登
校
・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
進
め
る
事
が
で
き
た

の
は
、
保
護
者
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。 

 

来
週
か
ら
は
通
常
日
課
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
運
動
会
や
校
外
学
習
も

計
画
通
り
に
進
め
て
い
ま
す
。 

並
木
小
学
校
で
は
、
皆
さ
ん
の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
子
ど
も
達
が

「
学
校
で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

が
ん
ば
る
並
木
っ
子 

９
月
の
並
木
っ
子
の
様
子 

 



児童と家庭と地域の絆を結ぶ並木小学校 

 

 

川
口
市
青
少
年
対
策
室
長
賞 

 

齊
藤 

新
さ
ん
（
三
年
） 

川
口
市
立
科
学
館
長
賞 

 
 

 

出
本 

咲
稀
さ
ん
（
四
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ト
リ
ア
館
長
賞   

川
﨑 

花
栄
さ
ん
（
ニ
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
本 

悠
真
さ
ん
（
六
年
） 

川
口
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
長
賞 

 

任 

梓
嫻
さ
ん
（
六
年
） 

田
邊 

琉
衣
斗
さ
ん
（
五
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

安 

子
豪
さ
ん
（
三
年
） 

梶
原 

芽
衣
さ
ん
（
一
年
） 

入 

選 
 

 
 

 
 

 
 

 

髙
橋 
ひ
ま
り
さ
ん
（
五
年
） 

東
海
林 
翼
さ
ん
（
三
年
） 

中
川 

昴
紀
さ
ん
（
一
年
） 

○
身
体
障
害
者
福
祉
の
た
め
の 

埼
玉
県
児
童
生
徒
美
術
展
覧
会
（
入
選
） 

川
田 

菜
々
遥
さ
ん
（
一
年
） 

中
村 

凛
太
朗
さ
ん
（
一
年
） 

村
田 

陽
哉
さ
ん
（
一
年
） 

 

三
木 

柚
奈
さ
ん
（
二
年
） 

瑞
山 

志
轅
さ
ん
（
二
年
） 

 

杉
山 

詠
音
さ
ん
（
二
年
） 

菅
原 

莉
帆
さ
ん
（
二
年
） 

 

橋
本 

み
ゆ
う
さ
ん
（
ニ
年
） 

林 
 

優
那
さ
ん
（
三
年
） 

 

楊 
 

昕
妍
さ
ん
（
三
年
） 

田
中 

と
も
み
さ
ん
（
三
年
） 

藩 

婉
寧
さ
ん
（
三
年
） 

相
澤 

蒼
依
さ
ん
（
四
年
） 

 

髙
谷 

将
生
さ
ん
（
四
年
） 

オ
ラ
ウ
ィ
ス
コ
ッ
ト
亜
里
紗
さ
ん
（
四
年
） 

大
門 

美
咲
さ
ん
（
四
年
） 

新
堂 

晴
士
さ
ん
（
五
年
） 

 

関
口 

 

陽
さ
ん
（
五
年
） 

星 
 

恋
夏
さ
ん
（
五
年
） 

 

渡
邉 

隼
磨
さ
ん
（
五
年
） 

森 

友
希
乃
さ
ん
（
六
年
） 

 

黄 
 

妙
岑
さ
ん
（
六
年
） 

萩
生
田 

千
絵
さ
ん
（
六
年
） 

関 
 

栞
里
さ
ん
（
六
年
） 

   

☆
川
口
市
道
徳
の
日 

 

川
口
市
で
は
、
川
口
の
子
ど
も
一
人
一
人
が
自
己
の
生
き
方
を
見
つ
め

よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
、
十
月
九
日
を
「
川
口

市
道
徳
の
日
」
と
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
道
徳
教
育
及
び
道
徳
の
時
間
の

取
組
を
川
口
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。
展
示
期
間
は
十
月
四
日
～

二
十
日
で
す
。 

      

                        

〇
運
動
会
に
つ
い
て 

十
一
月
五
日
と
六
日
の
二
日
間
に
分
け
、「
ニ
部
制
の
運
動
会
」
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
参
観
は
人
数
を
制
限
し
、
学
年
毎
の
入
れ
替
え

制
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
後
日
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

十
一
月
五
日
（
金
） 

児
童
の
み 

※
給
食
な
し
（
お
弁
当
） 

十
一
月
六
日
（
土
） 

保
護
者
参
観
の
学
年
運
動
会 

 〇
コ
ド
モ
ン
の
運
用
に
つ
い
て 

 １０月の行事予定 授業日数 ２１日 
 
日 曜 今月の予定 

１ 金  

２ 土  

３ 日  

４ 月 発育測定（１年） 

５ 火 総合防災訓練 発育測定（２年） 

６ 水 児童集会 クラブ発育測定（３年） 

７ 木 発育測定（４年） 

８ 金 発育測定（５年） 

９ 土  

10 日  

11 月 発育測定（６年） 

12 火 スクールカウンセラー来校日 

13 水 朝礼 クラブ 租税教室（６年） 

14 木 大貫海浜学園（５年）  

15 金  

16 土  

17 日  

18 月 徳育･食育の日 運動会練習開始 

19 火 社会科見学（３年） 

20 水 プラネタリウム見学（４年） 

21 木 教育相談日 

22 金  

23 土  

24 日  

25 月  

26 火  

27 水 委員会 

28 木  

29 金  

30 土  

31 日  

＜１１月の主な予定＞ 

●１１/ ３（日）文化の日 

●１１/ ５（金）児童のみの運動会(給食なし) 

●１１/ ６（土）保護者参観の学年運動会 

●１１/ ８（月）振替休業日 

●１１/１０（水）クラブ 

●１１/１２（金）１・２年生活科体験 

●１１/１４（日）県民の日 

●１１/１８（木）就学時健診 

●１１/１９（金）４年社会科見学 

●１１/２３（火）勤労感謝の日 

●１１/２５（木）・２６（金）６年修学旅行 

 

コ
ド
モ
ン
で
の
連
絡
調
整
に
よ
り
、
出
欠
の
確
認
や
健
康
観
察
・
検
温
の
確 

認
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝 

い
た
し
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
通
常
の
教
育
活
動
を
進
め
る
に 

あ
た
り
、
改
め
て
コ
ド
モ
ン
の
運
用
に
つ
い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 「
検
温
・
健
康
観
察
」
の
連
絡
は
７
時
４０

分
ま
で
の
送
信
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

「
欠
席
・
遅
刻 

等
」
の
連
絡
は
８
時
００

分
ま
で
の
送
信
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

朝
の
時
間
、
担
任
は
教
室
で
の
児
童
対
応
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

右
記
の
時
刻
以
降
は
、
担
任
が
確
認
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
、

緊
急
時
を
除
き
、個
別
対
応
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
右
記
時
刻
以
降
は
職
員
室
で
一
括
確
認
し
て
い
ま
す
。 

 

情
報
整
理
の
観
点
か
ら
、
以
下
に
つ
き
ま
し
て
ぜ
ひ
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

 

〇
で
き
る
だ
け
「
連
絡
帳
」
や
「
電
話
連
絡
」
で
お
願
い
し
た
い
事
例 

「
転
出
・
引
っ
越
し
等
に
関
す
る
連
絡
」 

「
児
童
の
学
習
や
生
活
等
に
関
す
る
悩
み
・
相
談
」 

「
事
件
や
事
故
等
の
連
絡
」 

〇
児
童
が
「
直
接
担
任
と
や
り
取
り
」
ま
た
は
「
自
分
で
行
動
で
き
る
よ
う
」 

支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
例 

 

日
々
の
生
活
に
関
す
る
こ
と 

「
宿
題
の
プ
リ
ン
ト
を
な
く
し
ま
し
た
。
も
う
一
枚
く
だ
さ
い
・
・
・
」 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
や
下
校
に
関
す
る
依
頼 

「
本
日
学
童
お
休
で
す
。
家
に
帰
る
よ
う
話
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。」 

「
本
日
仕
事
の
た
め
〇
〇
さ
ん
に
預
か
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
〇
〇
さ
ん 

と
一
緒
に
帰
る
よ
う
、
先
生
か
ら
も
伝
え
て
く
だ
さ
い
。」 

※
で
き
る
だ
け
、
児
童
が
自
分
で
行
動
で
き
る
よ
う
ご
支
援
く
だ
さ
い
。 

お
知
ら
せ
と
お
願
い 

 


